
■伊勢崎市のホームページ　http://www.city.isesaki.lg.jp�
■人口と世帯（1月1日現在）●人口209,393人（男104,836人・女104,557人）●世帯数 76,806戸�

広報� No. 200751

１月７日、成人式が文化会館で盛大に開催され、新成人2,223人が新たな門出を祝いました。きらびやかな振り袖姿や
粋なはかま姿の新成人は、同窓生と再会するとお互いの成長を確かめ合い、思い出話や記念撮影を楽しんでいました。�

◆主な内容◆�伸び行く元気なまち伊勢崎市 ･･･････････p.2～3�
伊勢崎21市民会議からの提言 ･･････････p.6～7�
健康まつり2007 ････････････････････････p.11�
�

寒さを吹き飛ばした冬の祭典 ･･･････････p.4～5�
所得税、市・県民税の申告はお早めに ･･p.8～10�
市税の口座振替の方法が変更になります ･･･p.12

2. 1



2

市役所東館建設・庁舎耐震改修�
シリーズ⑥�

現
在
の
本
庁
舎
は
、
昭
和
43
年

に
建
設
さ
れ
、
そ
の
後
、
昭
和
53

年
、
62
年
に
大
き
な
増
築
が
行
わ

れ
た
建
物
で
す
。
現
状
で
は
、
老

朽
化
が
著
し
く
、
耐
震
性
な
ど
の

安
全
面
に
つ
い
て
も
不
安
が
あ
り
、

ま
た
大
変
手
狭
な
た
め
、
市
民
の

皆
さ
ん
に
も
不
便
を
お
か
け
し
て

い
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
こ
と
か
ら
、
早
急

に
20
万
都
市
の
市
民
サ
ー
ビ
ス
や

防
災
の
拠
点
と
な
る
機
能
を
持
っ

た
市
庁
舎
の
整
備
を
進
め
る
こ
と

が
大
き
な
課
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。

そ
こ
で
、
安
全
性
や
費
用
面
な

ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
観
点
か
ら
の
検

討
を
実
施
し
た
結
果
、
現
在
の
庁

舎
を
有
効
利
用
し
た
上
で
、
東
館

を
建
設
し
、
一
体
的
に
使
用
し
て

い
く
と
い
う
整
備
の
基
本
方
針
を

決
定
し
ま
し
た
。

基
本
方
針
に
基
づ
く
整
備
計
画

は
次
の
と
お
り
で
す
。

ま
ず
、
本
庁
舎
東
側
の
敷
地
に

新
し
く
必
要
と
な
る
規
模
の
東
館

を
建
築
し
ま
す
。

県央20万都市となった本市は4月1日に特例市移行となり、多くの権限が県から移譲されます。

合併後3年目を迎え、さらなる市民へのサービス向上や防災対策の拠点とするために、市庁舎の

整備を計画しています。

問い合わせ 地域振興課（内線2446）

東から臨む市役所東館　完成イメージ図

市
庁
舎
の
現
状

庁
舎
整
備
計
画

 
万
都
市
の
市
民
サ
ー
ビ
ス
と
防
災
の
拠
点
に

20

こ
の
東
館
は
、
防
災
拠
点
と
し

て
の
機
能
を
備
え
る
と
と
も
に
、

市
民
の
利
便
性
の
向
上
や
交
流
・

協
働
作
業
な
ど
の
た
め
の
ス
ペ
ー

ス
も
確
保
し
て
い
く
予
定
で
す
。

本
庁
舎
は
、
補
強
に
よ
り
十
分

な
強
度
を
得
ら
れ
る
こ
と
が
明
ら

か
に
な
っ
て
い
ま
す
の
で
、
耐
震

補
強
工
事
を
実
施
し
て
い
き
ま
す
。

こ
の
工
事
は
、
新
築
す
る
場
合

と
比
べ
、
低
コ
ス
ト
で
あ
り
、
今

後
、
長
期
間
に
わ
た
っ
て
市
庁
舎

と
し
て
の
使
用
が
で
き
る
と
い
う

大
き
な
利
点
が
あ
り
ま
す
。

こ
の
一
連
の
庁
舎
整
備
計
画
に

よ
っ
て
、
新
し
く
特
例
市
と
し
て

生
ま
れ
変
わ
ろ
う
と
し
て
い
る
本

市
に
、
ふ
さ
わ
し
い
市
庁
舎
に
し

て
い
こ
う
と
考
え
て
い
ま
す
。

▲ 福祉関係窓口の様子
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新
し
く
建
設
す
る
東
館
の
規
模

は
、
現
在
の
と
こ
ろ
、
全
体
の
景

観
や
費
用
面
な
ど
を
考
慮
し
、
本

庁
舎
と
同
じ
地
下
１
階
地
上
５
階

で
、
６
千
裃
程
度
の
床
面
積
規
模

に
な
る
と
想
定
し
て
い
ま
す
。

耐
震
補
強
工
事
に
つ
い
て
は
、

現
在
の
本
庁
舎
全
体
を
補
強
し
、

大
き
な
地
震
に
も
耐
え
ら
れ
る
よ

う
に
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い

ま
す
。

工
事
の
方
法
は
、
壁
の
追
加
や

補
強
を
行
い
、
ま
た
柱
や
梁は

り

も
補

強
を
し
て
い
き
ま
す
。

ま
た
、
今
回
の
補
強
工
事
に
伴

い
、
天
井
や
内
外
装
の
工
事
も
行

い
ま
す
。
さ
ら
に
、
現
在
、
特
に

老
朽
化
が
著
し
く
非
効
率
的
な
使

用
に
な
っ
て
い
る
電
気
や
空
調
な

ど
の
機
械
設
備
に
つ
い
て
も
、
改

修
工
事
を
実
施
し
て
い
く
必
要
が

あ
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

事
業
費
は
、
東
館
の
建
設
に
約

25
億
円
、
本
庁
舎
の
耐
震
補
強
・

設
備
改
修
に
約
15
億
円
を
想
定
し

て
い
ま
す
。

昨
年
11
月
に
実
施
し
た
パ
ブ
リ

ッ
ク
コ
メ
ン
ト
手
続
の
結
果
を
踏

ま
え
、
東
館
の
詳
細
設
計
を
平
成

18
年
度
中
に
完
了
さ
せ
、
平
成
19

年
度
か
ら
工
事
に
着
手
し
、
平
成

20
年
度
の
完
成
を
目
指
し
ま
す
。

そ
の
後
、
引
き
続
き
本
庁
舎
の

耐
震
補
強
・
設
備
改
修
に
着
手
す

る
予
定
で
す
。

以
上
の
よ
う
に
、
今
回
の
庁
舎

整
備
は
、
最
小
限
の
経
費
に
よ
り

必
要
な
庁
舎
機
能
を
確
保
し
て
い

こ
う
と
す
る
も
の
で
す
。

伸び行く元気なまち伊勢崎市 ⑥

東
館
の
規
模

耐
震
補
強
・
設
備
改
修

今
後
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル

工
事
内
容
と
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル�

東館を増築する必要があるほど手狭なのですか。

現在の庁舎は、国の基準の6割程度の面積で、書庫

や倉庫を改装して事務室にしている状態です。市民

の皆さんに利用していただく待合や案内、相談、会

議などのためのスペースが不足しています。

今の場所でなく、別の場所に移転する考えはなかっ

たのですか。

ほかの場所に新庁舎を移転することも検討しました

が、多額の費用を要し、移転場所の選定や跡地利用

などの新たな問題も生じることから、東館建設と現

庁舎のリニューアルを計画することになりました。

庁舎整備によって市民サービスがどのように向上す

るのですか。

業務のためのスペース不足を補うことはもちろんで

すが、各種の情報提供をはじめ、イベントの開催や

くつろぎ・憩いの場など、多目的に利用できるロビ

ーをつくることにより、市民の皆さんに親しまれる

市役所としてのサービス向上が図れます。

防災拠点として、どのように考えていますか。

防災拠点としての十分な耐震性能を持たせるととも

に、東館を中心に災害対策本部として十分な機能を

備えていきます。

本庁舎と東館との連絡はどうするのですか。

1階から5階までの各階を廊下でつなぎ、円滑な人

の流れを確保したいと考えています。

駐車場の確保対策はできているのですか。

工事中も十分な利用台数を確保し、工事がすべて終

了すると、現在よりも利用台数が増える予定です。

市庁舎整備計画（案）に対する
パブリックコメント手続の結果

寄せられた意見（主なもの）の要旨と市の考え方は次のとおりです

意見 建設位置なども含めて十分に時間をかけた議論が必要で
ある。
庁舎整備は市にとっての緊急課題です。また費用対効果
などを十分に検証して増築と耐震補強を行う計画としま
した。

意見 既設建物の利用により、費用面の抑制と資源の有効活用
の図れる合理的な計画になっている。
最小限の経費により必要な庁舎機能を確保する計画とし
ました。さらに維持管理費の低減や省エネルギー対策も
十分に講じます。

意見 防災拠点となるよう、電気・水道などのライフラインを
確保する方策が望まれる。
防災拠点としての機能を十分果たせるよう緊急時のライ
フライン確保に万全を尽くします。

意見 東館1階市民ロビーに、インターネットなどを利用した
情報収集のできる環境があるといい。
交流や協働作業のできるスペースの設置を検討していま
す。その中で、情報コーナーの設置についても検討しま
す。

庁舎整備�

本件に関しご質問のある人は、電子メールおよび

ファクスで広報課へお寄せください。

数多く寄せられた質問については、広報いせさき

紙面上で回答します。

メールアドレス office＠city.isesaki.lg.jp

ファクス番号 23－9800
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１
月
11
日
、
新
春
恒
例
の
伝
統
行
事
で
あ
る
「
い
せ
さ
き
初
市
」
が
本
町
通
り

で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
本
町
通
り
周
辺
で
は
、
共
催
イ
ベ
ン
ト
と
し
て
「
上

州
焼
き
饅ま

ん

祭さ
い

」
や
「
伊
勢
崎
が
す
り
展
」
な
ど
の
多
彩
な
イ
ベ
ン
ト
も
行
わ
れ
、

福
を
求
め
に
訪
れ
た
大
勢
の
人
た
ち
が
、
冬
の
祭
典
を
楽
し
ん
で
い
ま
し
た
。

蜷
ラ
イ
ト
ア
ッ
プ
さ
れ
た
明
治
館
の
前
で
披
露

蜻▲ ①縁起だるまを求める家族連れ
②本町通りは夜遅くまで大にぎわい
③冬空に響きわたったみこしの掛け声

本町通りを中心に 200 店舗以上
の露店が立ち並び、寒さを吹き
飛ばす威勢の良い掛け声が響き
渡っていました。伊勢崎神社の
みこしの出初めも行われ、夜遅
くまで縁起だるまを買い求める大
勢の人たちでにぎわっていました。�

いせさき初市�

全国の養蚕地域を中心に、本市
でも民俗芸能として伝えられて
きた春駒。いせさき明治館前お
よび本町通りでは、劇団員の皆
さんが華やかな衣装を身にまとい、
三味線と太鼓の粋な音色に合わ
せて、優雅な舞を披露しました。�

春
駒
�

笊

笳

笆
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蜻
伊
勢
崎
絣
を
バ
ッ
ク
に
長
唄
が
披
露

蜻
見
事
な
工
芸
品
が
ず
ら
り
と
並
ぶ

蜻▼ ①みんなで焼き上げた長さ30ｍの長串まんじゅう
②上手に焼けるかな
③大串まんじゅうに思いを込めて文字を入れる
④自分たちで焼いて食べるまんじゅうの味は格別
⑤福まんじゅうとして振る舞われた大串まんじゅう
⑥大串まんじゅうにみそだれを塗るミスひまわり

1月 14日まで、いせさき明治館
で開催。伝統工芸作家である平
田達男さんの製作した掛け軸な
どの作品や伊勢崎織物協同組合
が所有している反物などが展示
され、大勢の人たちが美しい織
物の数々を楽しんでいました。�

伊勢崎がすり展�

カラクリ時計前で、長さ 30mの長
串まんじゅうが、大勢の人たちに
より豪快に焼き上げられました。
また伊勢崎神社では、4人の年男年
女により、福文字として「春｣「真」
「温」｢松｣ と書き入れられた直径
55cmの大串まんじゅうが、みそだ
れをたっぷり塗られて焼き上げられ、
大勢の参拝者らに振る舞われました。�

上
州
焼
き
饅
祭
�

ま
ん

さ
い
�

笊

笆 笳

笘

笞笙

いせさき明治館で、本市出身の
東音 斎藤尚子さんによる長唄の
演奏会が行われました。訪れた
大勢の人たちは、心地良い三味
線の音色とともに繰り広げられ
る長唄の世界に、酔いしれていました。�

邦楽の夕べ�
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スポーツで元気なまちづくり�

■ スポーツへの間口拡大�

■ スポーツ継続支援�

提言　スポーツに縁のない人は、なかなかスポーツを始め
るきっかけがありません。市内の運動施設の利用実績カ
ードや共通定期券を作成すると、スポーツを始めるきっ
かけや継続していく励みになります。�

市の考え　運動施設の利用実績カードについては、対象施
設や活用方法などを考慮しながら検討を進めます。また、
共通定期券については、すべての庭球場または弓道場で
利用できる共通定期券の作成に向け調整します。�

�
�
�
提言　公園に筋力トレーニングやストレッチ体操の器具を
設置することで、いつでも誰でも気軽に利用することが
でき、継続した体力増進を図ることができます。�

市の考え　公園は心身ともにリフレッシュできる空間の一
つとして考えていますので、ストレッチ体操や軽運動が
できる場としての環境整備にも努めます。�

■ スポーツあふれるまちづくり�

提言　全国レベル・世界レベルなどの大きな大会を誘致で
きる運動施設を整備し、大会を開催することは、市民の
スポーツに対する意識の向上につながります。�

市の考え　大きな大会を開催できる運動施設については、
現在の市有施設を改修・整備することで対応します。ま
た、市内の各種競技団体や県体育協会、県内の各種競技
団体に要望し、全国レベル・世界レベルの大きな大会を
誘致できるように努めます。�

盛り上げよう！都市緑化フェア�

■ 20万市民に知らせよう！�

■ 20万市民を巻き込もう！�

提言　市の公用車や無料巡回バスに宣伝シールを張ること
で20万市民に全国都市緑化ぐんまフェアをＰＲするこ
とができます。�

市の考え　全国都市緑化ぐんまフェアの宣伝シールを作成
し、市の公用車にシールを張り付けて積極的なＰＲ活動
を行います。なお、無料巡回バスの活用は、一般の広告
掲載などを含め検討します。�

�
�
�
提言　「庭いじりは好きだけど…」という隠れ緑化ファン
はたくさんいます。市民総参加を目指し、隠れ緑化ファ
ンの発掘と気軽に参加できる仕組みづくりが必要です。�

市の考え　市民ボランティアや市民団体の存在なくして、
都市緑化フェアの成功はあり得ません。それらの人たち
をまとめる組織が必要ですので、組織の立ち上げを協議・
検討して進めます。�

■ 20万市民でもてなそう！楽しもう！�

提言　全国都市緑化ぐんまフェア inいせさきの主会場と
なる波志江沼環境ふれあい公園に四季折々の花を植えた
り、波志江沼周辺の遊歩道に花を飾ったりすることで、
どの季節でもその時期の花で来訪者をもてなすことがで
きます。�

市の考え　春・夏・秋・冬のエリアを設け、四季折々の花
が楽しめるような公園整備を進めます。また、遊歩道の
一部に花壇を設置できるようにします。�

もに歩む～�

提言書と市の考えを�
閲覧できます�

▲ 3つのテーマの座長から提言書が矢内市長に手渡されました
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　昨年6月3日にスタートした本年度の伊勢崎21市民会議は、「いきいきご近所の底力～

地域の輪～」「盛り上げよう！都市緑化フェア」「スポーツで元気なまちづくり」の3つ

のテーマに分かれ、議論を重ねてきました。会議の成果は提言書としてまとめられ、同年

10月21日に開かれた提言報告会で矢内市長へ提出されました。今回は、各テーマからの

主な提言の概要とそれに対する市の考えをお知らせします。�

問い合わせ　企画調整課（内線2404）�

�

提言書とそれに対する市の考えに

ついては、市ホームページ・企画

調整課・市民情報コーナー（本庁

本館1階）で閲覧できます。�

いきいきご近所の底力　～地域の輪～�

■ 町内での花いっぱいコンクール�

■ 地域コミュニティの再生�

提言　近所付き合いを活性化するためには、どこかに集ま
ることができる拠点が必要になります。近所同士で花壇
を作り、町内で花いっぱいコンクールを行うと、同じ目
的で人が集まるので、会話や交流が生まれる良い機会に
なります。�

市の考え　平成17年度に合併記念事業として「花いっぱ
い運動」を行いました。今後も、近所同士で花を育てる
など、花を介して会話や交流が広がるような取り組みを
推進します。�

�
�
�
提言　近所の相互扶助に欠かせない隣組（班）などの活動
を活性化させることで、育児や高齢化などの問題に近所
で協力できる態勢がつくれると考えられます。�

市の考え　隣組（班）などの身近な地域組織の充実を図る
とともに、地域で活動しているまちづくり団体などの育
成支援や地域組織同士の連携体制づくりに協力し、地域
の連帯意識の向上を目指します。�

■ ボランティアのコンビニ化�

提言　地域における助け合いを推進するため、さまざまな
ボランティア活動を一か所に用意し、ボランティアをす
る人も必要とする人も利用しやすい環境を整える必要が
あります。�

市の考え　ボランティアのコンビ二化については、地域福
祉計画や地域福祉活動計画を策定する中で具体的な課題
として検討します。また、市民活動支援の充実や、ボラ
ンティア活動にかかわる人たちが情報を交換しやすい仕
組みの整備を検討します。�

平成18年度�

～市民とともに考え、市民とと 
21

提言書と市の考えを�
閲覧できます�
提言書と市の考えを�
閲覧できます�
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所得税の確定申告は税務署で、市・県民税

の申告は市役所または各支所で受け付けま

す。前年の1月1日から12月31日までの1年

間に得た自分のすべての所得について、必ず

期間内に申告するようにしましょう。

申告期間の終了間際は大変混雑しますの

で、お早めにお出かけください。

1

税
務
署
か
ら
確
定
申
告
書
が

送
付
さ
れ
た
人

※
次
の
２
、
３
お
よ
び
「
税
金
が

戻
る
場
合
」
の
い
ず
れ
に
も
該
当

し
な
い
人
は
、
市
・
県
民
税
の
申

告
だ
け
を
行
っ
て
く
だ
さ
い

2

事
業
所
得
（
営
業
等
・
農
業
）、

不
動
産
所
得
、
譲
渡
所
得
な
ど

が
あ
り
、
平
成
18
年
分
の
収
入

金
額
か
ら
必
要
経
費
を
差
し
引

い
た
各
種
所
得
金
額
の
合
計
額

が
、
所
得
控
除
（
配
偶
者
控
除
、

扶
養
控
除
、
基
礎
控
除
な
ど
）

の
合
計
額
を
超
え
る
人

※
商
業
・
工
業
・
農
業
な
ど
の
事

業
を
行
っ
て
い
る
人
や
土
地
・
建

物
を
貸
し
て
い
る
人
、
ま
た
は
土

地
・
建
物
な
ど
を
売
っ
た
人
な
ど

が
該
当
し
ま
す

3

給
与
所
得
者
で
次
に
該
当
す

る
人

盧

平
成
18
年
中
の
給
与
の
収
入

金
額
が
２
、
０
０
０
万
円
を
超

え
る
人

盪

給
与
所
得
以
外
に
20
万
円
を

超
え
る
所
得
が
あ
る
人

蘯

２
か
所
以
上
の
事
業
所
か
ら

給
与
を
受
け
て
い
る
人
で
、
源

泉
所
得
税
の
精
算
が
済
ん
で
い

な
い
人

盻

平
成
18
年
の
途
中
で
事
業
所

を
退
職
し
、
年
末
調
整
が
済
ん

で
い
な
い
人

給
与
な
ど
か
ら
所
得
税
の
源
泉

徴
収
を
さ
れ
た
人
で
、
次
の
場
合

は
確
定
申
告
を
す
る
こ
と
に
よ
り

税
金
が
還
付
さ
れ
る
場
合
が
あ
り

ま
す
。
還
付
の
申
告
は
す
で
に
税

務
署
で
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

盧

住
宅（
増
改
築
な
ど
を
含
む
）

を
ロ
ー
ン
に
よ
り
取
得
し
た
場
合

盪

災
害
や
盗
難
に
遭
っ
た
場
合

蘯

平
成
18
年
の
途
中
で
退
職
し
、

年
末
調
整
が
済
ん
で
い
な
い
場
合

盻

多
額
の
医
療
費
を
支
払
っ
た

場
合
（
支
払
額
が
年
間
10
万
円

ま
た
は
所
得
の
５
％
を
超
え
る

場
合
）

眈

国
ま
た
は
地
方
公
共
団
体
な

ど
に
対
し
て
寄
付
を
し
た
場
合

（
学
校
の
入
学
に
関
す
る
も
の

は
除
く
）

持
参
す
る
も
の

公
的
年
金
や
給

与
所
得
の
源
泉
徴
収
票
（
原
票
）、

印
鑑
、預
貯
金
通
帳
、領
収
書
な
ど

※
還
付
の
場
合
は
金
融
機
関
の
口

座
振
込
を
利
用
し
て
く
だ
さ
い

申
告
書
は
、「
所
得
税
の
確
定
申

告
の
手
引
き
」
な
ど
を
参
考
に
自

分
で
作
成
し
、
早
め
に
郵
送
な
ど

に
よ
り
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

あ
て
先

〒
３
７
２
―
８
６
８
６

鹿
島
町
５
６
２
―
１
　
伊
勢
崎
税

務
署白

色
申
告
の
人
で
、
事
業
所
得

（
営
業
等
・
農
業
）
や
不
動
産
所

得
が
あ
る
人
は
、
収
入
や
経
費
の

内
容
を
「
収
支
内
訳
書
」
に
記
入

し
、
申
告
書
に
添
付
し
て
く
だ
さ

い
。
な
お
、
根
拠
と
な
る
帳
簿
類

や
領
収
書
な
ど
は
、
必
ず
持
参
し

て
く
だ
さ
い
。

ま
た
、
事
業
所
得
や
不
動
産
所

得
が
あ
る
人
で
固
定
資
産
税
額
を

控
除
す
る
場
合
は
、
税
額
の
分
か

る
書
類
（
納
付
書
・
税
額
計
算
書

な
ど
）
を
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

確
定
申
告
が
必
要
な
人

税
金
が
戻
る
場
合

収
支
内
訳
書
を
添
付

申
告
書
は
自
分
で
書
い
て

提
出
は
税
務
署
へ
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所得税、市・県民税の申告

問
い
合
わ
せ
　
市
民
税
課
（
内
線
2
2
3
1
）
ま
た
は
各
支
所
税
務
課

期
日
・
時
間
・
会
場

10
ペ
ー
ジ

の
表
の
と
お
り

持
参
す
る
も
の
　

①
　
市
・
県
民
税
申
告
書
、
印
鑑

②

公
的
年
金
源
泉
徴
収
票
（
原

票
）

③

給
与
所
得
の
源
泉
徴
収
票（
原

票
）

④

事
業
所
得（
営
業
等
・
農
業
）

や
不
動
産
所
得
が
あ
る
人
は
根

拠
と
な
る
帳
簿
類
や
領
収
書
な

ど
（
収
入
・
経
費
な
ど
は
あ
ら

か
じ
め
項
目
ご
と
に
計
算
し
、

申
告
書
裏
面
の
収
支
計
算
欄
に

記
入
し
て
お
い
て
く
だ
さ
い
）

※
申
告
が
必
要
な
人
で
申
告
書
が

届
い
て
い
な
い
場
合
は
、
各
会
場

に
用
意
し
て
あ
り
ま
す

平
成
19
年
１
月
１
日
現
在
、
本

市
に
住
ん
で
い
た
人
で
、
次
の
盧

〜
蘯
の
い
ず
れ
か
の
条
件
に
該
当

す
る
人
で
す
。

盧

所
得
税
が
発
生
し
な
い
た
め
、

所
得
税
の
確
定
申
告
を
要
し
な

い
人
で
、
事
業
所
得
（
営
業
等

農
業
）
や
不
動
産
所
得
な
ど
が

あ
る
人

盪

年
末
調
整
が
済
ん
で
い
る
給

与
所
得
者
で
、
給
与
所
得
以
外

の
所
得
が
20
万
円
以
下
の
人

蘯

公
共
事
業
な
ど
の
収
用
に
よ

り
、
土
地
や
建
物
な
ど
の
資
産

を
譲
渡
し
た
人（
特
別
控
除
適
用
）

※
申
告
を
し
て
い
な
い
人
は
、
所

得
証
明
書
な
ど
の
発
行
や
国
民
健

康
保
険
税
の
軽
減
な
ど
、
制
度
の

適
用
が
受
け
ら
れ
な
い
場
合
が
あ

り
ま
す

次
の
盧
〜
盻
の
い
ず
れ
か
の
条

件
に
該
当
す
る
人
で
す
。

盧

所
得
税
の
確
定
申
告
を
し
た
人

盪

平
成
18
年
中
の
所
得
が
な
く
、

ほ
か
の
所
得
者
の
扶
養
に
な
っ

て
い
る
人

※
所
得
が
な
い
人
（
遺
族
年
金
・

障
害
年
金
な
ど
の
受
給
者
を
含
む
）

で
国
民
健
康
保
険
加
入
者
は
、
申

告
を
す
る
こ
と
で
軽
減
措
置
が
受

け
ら
れ
る
場
合
が
あ
り
ま
す

蘯

給
与
所
得
だ
け
の
人
で
、
給

与
支
払
報
告
書
が
勤
務
先
か
ら

市
役
所
に
提
出
さ
れ
て
い
る
人

盻

昭
和
17
年
１
月
１
日
以
前
に

生
ま
れ
た
人
で
、
年
金
収
入
が

１
４
８
万
円
未
満
で
源
泉
徴
収

税
額
が
０
円
の
人

記
入
の
済
ん
だ
申
告
書
は
郵
送

で
も
受
け
付
け
ま
す
。
申
告
書
の

「
氏
名
」
欄
に
押
印
、「
電
話
」
欄

に
昼
間
連
絡
の
と
れ
る
電
話
番
号

を
必
ず
記
入
し
て
く
だ
さ
い
。

あ
て
先

〒
３
７
２
―
８
５
０
１

今
泉
町
二
丁
目
４
１
０
　
市
役
所

市
民
税
課

国
民
年
金
保
険
料
の
支
払
額
は
、

社
会
保
険
料
控
除
と
し
て
、
全
額

控
除
が
認
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

申
告
時
に
は
必
ず
控
除
証
明
書

（
は
が
き
）
ま
た
は
領
収
書
を
持

参
し
て
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
控
除

証
明
書
な
ど
の
資
料
が
な
い
場
合

は
、
前
橋
社
会
保
険
事
務
所
（
蕁

０
２
７
―
２
３
１
―
１
７
０
５
）

に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

申
告
日
と
会
場

申
告
が
必
要
な
人

申
告
が
不
要
な
人

申
告
書
の
郵
送
提
出

国
民
年
金
保
険
料
の

控
除
証
明
書
を
忘
れ
ず
に

・

振替納税のご利用を�
便利・安全・確実です�

無料相談�問い合わせ�　伊勢崎税務署（蕁25－4045）�

■ 税理士会  ■�

■ 青色申告会  ■�

�
期間　2月1日（木）から3月12日（月）まで  �
　　　と3月16日（金）から28日（水）まで  �
　※土・日・祝日は除きます   �
時間　午前9時～午後4時  �
会場　伊勢崎税務署�
�
そのほか右記の相談日があります。�

●還付相談  �
期日　2月15日（木）  �
●税理士記念日の相談  �
期日　2月23日（金）  �
　　　＊　　　　　＊  �
いずれも  �
時間　午前10時～午後4時  �
会場　各会員事務所  

群馬伊勢崎�
商工会青色�
申 告 部 会 �

豊 受 青 色 �
申 告 会 �

伊勢崎青色
申 告 会 �

2月16日（金）�

2月20日（火）�

2月21日（水）�

�
午前10時～午後4時 �

�

午前9時30分～午後4時�

午前9時30分～午後4時�

境産業振興会館�
商工会あずま支所�
商工会赤堀支所�

豊 受 公 民 館 �

伊勢崎商工会議所�

申告会名� 期　　日� 受 付 時 間� 会　　　場�
所得税の納付は、預貯金口座から

自動的に納税できる「振替納税」が
大変便利です。
申し込みは、金融機関または税務

署の窓口にある「預貯金口座振替依
頼書」に必要事項を記入し、預貯金
口座に使用している印鑑を押印の上、
確定申告書と一緒に税務署あてに郵
送または窓口へ提出してください。
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市・県民税申告の受付日程　(受付時間は午前9時～11時、午後1時～4時)　　�

2月16日�

19日�

20日�

21日�

22日�

23日�

26日�

27日�

28日�

3月 1日�

2日�

5日�

6日�

7日�

8日�

9日�

12日�

13日�

14日�

15日�

午前�

午後�

午前�

午後�

午前�

午後�

午前�

午後�

午前�

午後�

午前�

午後�

午前�

午後�

午前�

午後�

午前�

午後�

午前�

午後�

午前�

午後�

午前�

午後�

午前�

午後�

午前�

午後�

午前�

午後�

午前�

午後�

午前�

午後�

午前�

午後�

午前�

午後�

午前�

午後�

� （金）�

（月）�

 （火）�

 （水）�

 （木）�

（金）�

 （月）�

 （火）�

（水）�

 （木）�

 （金）�

 （月）�

（火）�

（水）�

（木）�

（金）�

（月）�

（火）�

（水）�

（木）�

市役所本庁 �

本館5階第１会議室 �

赤堀支所�

（2階大会議室）�

あずま支所�

（2階大会議室）�

境支所�

（会議用庁舎大会議室1）�
期日�

会場�

曲輪、大手、平和、本、中央�

緑、三光、若葉、喜多、宗高、柳原�

寿、西田、華蔵寺、堤西、堤下、八幡、末広、乾、上泉、八坂�

今泉一・二丁目、東本、粕川�

三和、本関、鹿島、日乃出�

上植木本、豊城�

上諏訪、昭和�

宮前、下植木、美茂呂、ひろせ、茂呂南�

北千木、南千木、茂呂一・二丁目�

稲荷、宮子 �

新栄、連取本、連取元�

連取�

安堀、太田�

波志江一・二・三丁目�

田中島、田中、上之宮、宮古�

韮塚、阿弥大寺、堀口、中、柴、戸谷塚�

今井、山王�

福島、八斗島、除ヶ�

大正寺、富塚、下道寺、馬見塚�

長沼、上蓮、下蓮、国領、飯島、羽黒、リバータウン広瀬�

緑、三光、若葉、喜多、宗高、柳原 �

曲輪、大手、平和、本、中央�

今泉一・二丁目、東本、粕川�

寿、西田、華蔵寺、堤西、堤下、八幡、末広、乾、上泉、八坂�

上植木本、豊城�

三和、本関、鹿島、日乃出�

宮前、下植木、美茂呂、ひろせ、茂呂南�

上諏訪、昭和�

稲荷、宮子�

北千木、南千木、茂呂一・二丁目�

連取�

新栄、連取本、連取元�

波志江一・二・三丁目�

安堀、太田�

韮塚、阿弥大寺、堀口、中、柴、戸谷塚�

田中島、田中、上之宮、宮古�

福島、八斗島、除ヶ�

今井、山王�

長沼、上蓮、下蓮、国領、飯島、羽黒、リバータウン広瀬 �

大正寺、富塚、下道寺、馬見塚�

西久保町一丁目�

西久保町二丁目�

西久保町三丁目�

曲沢町�

曲沢町�

赤堀鹿島町�

間野谷町�

磯町、西野町�

香林町一丁目�

香林町二丁目、五目牛町�

野町�

堀下町�

赤堀今井町一丁目�

赤堀今井町二丁目�

赤堀今井町二丁目�

下触町�

市場町一丁目�

市場町二丁目�

西久保町一丁目�

西久保町二丁目�

西久保町三丁目�

曲沢町�

曲沢町�

赤堀鹿島町�

間野谷町�

磯町、西野町�

香林町一丁目�

香林町二丁目、五目牛町�

野町�

堀下町�

赤堀今井町一丁目�

赤堀今井町二丁目�

赤堀今井町二丁目�

下触町�

市場町一丁目�

市場町二丁目�

下谷�

小泉、平井�

新町�

下代、八寸�

台�

下、上田�

向原�

三室�

田部井上�

田部井下�

西小保方�

東国定上、東国定下�

下谷�

西国定上、西国定下�

新町�

小泉、平井�

台�

下代、八寸�

向原�

下、上田�

田部井上�

三室�

西小保方�

田部井下�

下谷�

東国定上、東国定下�

新町�

西国定上、西国定下�

台�

小泉、平井�

向原�

下代、八寸�

田部井上�

下、上田�

西小保方�

三室�

東国定上、東国定下�

田部井下�

西国定上�

西国定下�

境東町、諏訪町、元町�

南町、境仲町、上町�

萩原、清水町�

百々東、美原、境新栄�

伊与久一区�

伊与久二区�

百々、木島�

伊与久三区�

下渕名六区�

下渕名七区、東新井�

上渕名�

上武士�

保泉、保泉一丁目�

下武士西�

下武士東�

中島、新地、新野新田、立作�

小此木、北向、西島前河原�

平塚、栄町�

西今井、上矢島、三ツ木�

南米岡、北米岡、女塚�

境東町、諏訪町、元町�

南町、境仲町、上町�

萩原、清水町�

百々東、美原、境新栄�

伊与久一区�

伊与久二区�

百々、木島�

伊与久三区�

下渕名六区�

下渕名七区、東新井�

上渕名�

上武士�

保泉、保泉一丁目�

下武士西�

下武士東�

中島、新地、新野新田、立作�

小此木、北向、西島前河原�

平塚、栄町�

西今井、上矢島、三ツ木�

南米岡、北米岡、女塚�

所得税、市・県民税の申告



時
間

午
後
１
時
20
分
〜
３
時（
午

後
１
時
受
付
開
始
）

定
員

50
人
（
先
着
順
）

※
当
日
午
後
０
時
30
分
か
ら
整
理

券
を
配
布
し
ま
す

内
容

自
分
で
手
軽
に
で
き
る
つ

ぼ
押
し
法

講
師

仙
石
満
さ
ん
（
県
中
国
医

療
研
究
協
会
所
属
鍼し

ん

灸
き
ゅ
う

師
）

用
意
す
る
も
の

バ
ス
タ
オ
ル

※
動
き
や
す
い
服
装
で
参
加
し
て

く
だ
さ
い

１
月
16
日
号
の
広
報
い
せ
さ
き

で
募
集
し
た
健
康
川
柳
を
展
示
し

ま
す
。
投
票
に
よ
り
、
優
秀
作
品

を
決
定
し
ま
す
。

※
募
集
は
２
月
16
日
（
金
）
ま
で

時
間

午
前
９
時
30
分
〜
午
後
３
時

●
健
康
チ
ェ
ッ
ク

簡
易
ヘ
モ
グ
ロ
ビ
ン
測
定
・
脳

年
齢
測
定
・
骨
密
度
測
定
な
ど

●
健
康
相
談

保
健
師
・
栄
養
士
に
よ
る
健
康

相
談
な
ど

●
健
康
情
報

健
康
推
進
員
・
食
生
活
改
善
推

進
員
の
活
動
の
紹
介
、
本
市
の
健

（
検
）
診
の
様
子
な
ど
を
展
示

時
間

午
前
９
時
30
分
〜
午
後
３
時

（
正
午
〜
午
後
１
時
は
除
き
ま
す
）

●
歯
周
病
検
診

歯
科
医
師
に
よ
る
検
診
で
す

時
間

午
前
９
時
30
分
〜
11
時

●
お
口
の
相
談
　

唾だ

液え
き

検
査
（
酸
性
度
チ
ェ
ッ
ク

出
血
傾
向
度
チ
ェ
ッ
ク
）、
歯
科

衛
生
士
に
よ
る
相
談
な
ど

時
間

午
前
９
時
30
分
〜
11
時
30
分

●
作
っ
て
遊
ぼ
う
　

折
り
紙
・
ア
ー
ト
バ
ル
ー
ン
な

ど
を
作
っ
て
遊
ぼ
う

時
間

午
前
９
時
30
分
〜
正
午

●
外
で
遊
ぼ
う
（
雨
天
中
止
）

縄
跳
び
・
竹
馬
な
ど
で
遊
ぼ
う

時
間

午
前
９
時
30
分
〜
午
後
３
時

●
親
子
で
パ
ラ
パ
ラ
（
雨
天
中
止
）

踊
っ
て
寒
さ
を
吹
き
飛
ば
そ
う

時
間

午
前
10
時
〜
11
時

●
「
あ
か
ず
き
ん
の
会
」
の
皆
さ

ん
に
よ
る
読
み
聞
か
せ
や
手
遊
び

時
間

午
後
１
時
30
分
〜
２
時
15
分

西
部
公
園
周
辺
（
約
６
km
）
を

歩
き
ま
す
。

※
小
雨
決
行

時
間

午
前
９
時
30
分
開
始
（
午

前
９
時
受
付
開
始
）

申
し
込
み

申
し
込
み
用
紙
に
必

要
事
項
を
記
入
し
、
２
月
28
日（
水
）

ま
で
に
各
保
健
セ
ン
タ
ー

※
フ
ァ
ク
ス
で
も
申
し
込
み
で
き

ま
す

●
試
食
（
先
着
５
０
０
人
）

ひ
じ
き
ご
飯
と
豆
乳
み
そ
汁

時
間

午
前
10
時
30
分
開
始

●
販
売

ク
ッ
キ
ー
・

マ
ド
レ
ー
ヌ
な
ど

※
売
れ
切
れ
次
第
終
了

時
間

午
前
10
時
開
始

11

健
康
ま
つ
り

健
康
ま
つ
り
2
0
0
7

2
0
0
7

健
康
ま
つ
り
2
0
0
7
始
め
よ
う
、ニ
コ
ニ
コ
健
康
づ
く
り�

健
康
講
座
コ
ー
ナ
ー

健
康
相
談
・
情
報
コ
ー
ナ
ー

子
ど
も
コ
ー
ナ
ー

試
食
・
販
売
コ
ー
ナ
ー

健
康
川
柳
コ
ー
ナ
ー

ウ
オ
ー
キ
ン
グ
コ
ー
ナ
ー

歯
科
検
診
・
相
談
コ
ー
ナ
ー

皆さんは健康のために何かしていますか。
本市は毎月第1日曜日を「健康の日」と制定
しました。3月の健康の日は健康まつりを開
催します。ぜひ皆さんでお出かけください。
問い合わせ
健康管理センター（蕁23－6675）
赤堀保健福祉センター（蕁20－6675）
あずま保健センター（蕁62－9918）
境保健センター（蕁74－1363）

期日 ３月４日（日）
時間 午前９時30分～午後３時

会場 健康管理センター

・
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これまで、口座振替は納税義務者のすべての市税（市・県民税（普通徴収）、固
定資産税、軽自動車税、国民健康保険税）が、同じ口座からしか振り替えできま
せんでした。平成19年度からは税目ごとに申し込みができるようになります。ま
た、口座振替の廃止も、税目を指定してできるようになります。
例えば、固定資産税だけは口座振替に、それ以外の税目は現金払いという支払

い方法も選べるようになります。
口座振替方法の変更を希望される人は、下記の金融機関などで3月1日（木）

から申し込みの受け付けを開始します。預貯金通帳・預貯金通帳届出印・納税
通知書を持参の上、窓口にある申し込み用紙に記入し、提出してください。

問い合わせ 納税課（内線2278）または各支所税務課

●口座振替の主な注意点は次のとおりです
①金融機関などへ申し込んだ日の翌月25日以降の納期から振り替えになり
ます。

②振替日（引き落とし日）は、それぞれの税目に定められた納期ごとの納
期限の日です。

③軽自動車税については、所有する軽自動車のすべての税を振替対象と
します。

④納税義務者本人名義の預金口座がなくても、家族などの名義の口座
でも構いません。

⑤領収書は発行しません。年度末に1年分（4月分～翌年2月分）の振替結果を記した振替済通知書を送付します。

●取扱金融機関などの一覧
三井住友銀行、群馬銀行、足利銀行、東和銀行、ぐんま信用金庫、桐生信用金庫、アイオー信用金庫、あかぎ信用組合、
東群馬信用組合、中央労働金庫、佐波伊勢崎農業協同組合、赤堀町農業協同組合、郵便局
※取扱金融機関の本支店、全国の郵便局で取り扱いができます

毎
年
、
少
し
だ
け
農
業
を

や
っ
て
い
る
の
で
す
が
、

今
年
か
ら
農
業
所
得
の
申
告
の

形
式
が
変
わ
る
と
聞
き
ま
し
た
。

ど
の
よ
う
に
変
わ
る
の
か
教
え

て
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
そ
の
ほ

か
申
告
に
際
し
、
注
意
す
る
こ

と
は
あ
り
ま
す
か
。

こ
れ
ま
で
農
業
所
得
者
に

は
、
経
費
目
安
割
合
と
い

う
計
算
に
よ
る
申
告
が
認
め
ら

れ
て
い
ま
し
た
。

し
か
し
、
本
年
度
か
ら
経
費

目
安
割
合
に
よ
る
申
告
制
度
は

廃
止
さ
れ
ま
し
た
。
今
後
は
、

す
べ
て
の
農
業
所
得
者
が
、
営

業
所
得
者
や
不
動
産
所
得
者
と

同
様
に
、
収
支
計
算
に
よ
っ
て

申
告
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

申
告
の
と
き
に
は
、
収
支
内
訳

書
に
必
要
事
項
を
記
入
し
て
、

必
ず
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。
収

支
内
訳
書
に
つ
い
て
は
、
税
務

署
で
書
き
方
の
指
導
を
行
っ
て

い
ま
す
。
疑
問
点
な
ど
が
あ
り

ま
し
た
ら
、
事
前
に
税
務
署
へ

相
談
し
て
く
だ
さ
い
。

ま
た
、
医
療
費
控
除
を
受
け

る
場
合
に
は
、
事
前
に
領
収
書

の
合
計
金
額
を
集
計
の
上
、
申

告
の
と
き
に
持
参
し
て
く
だ
さ

い
。な

お
、
給
与
収
入
や
年
金
収

入
な
ど
が
あ
る
場
合
に
は
、
源

泉
徴
収
票
も
忘
れ
ず
に
持
参
し

て
く
だ
さ
い
。
源
泉
徴
収
票
の

再
発
行
に
つ
い
て
は
、
給
与
収

入
が
あ
る
場
合
は
勤
務
先
に
、

年
金
収
入
が
あ
る
場
合
は
前
橋

社
会
保
険
事
務
所
（
蕁
０
２
７

―
２
３
１
―
１
７
０
５
）
に
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

※
事
前
に
関
係
書
類
が
必
要
な

人
は
税
務
署
ま
た
は
市
役
所（
市

民
税
課
ま
た
は
各
支
所
税
務
課
）

ま
で
お
越
し
く
だ
さ
い

問
い
合
わ
せ

市
民
税
課
（
内

線
２
２
３
１
）

皆さんから寄せられた市長メールや�
市民の声の中から紹介します�

▲ 収支内訳書（農業所得用）

▲ 口座振替依頼書（兼廃止届）
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▲ 矢内市長の慶祝を受ける小嶌つやさん

１月10日、百歳の誕生日を
迎えた小嶌つやさん（日乃
出町）は、矢内市長の慶祝
訪問を受けました。りんご
やぶどうなどの果物が好
物というつやさんは、旅行
が好きで、最近まで老人会
や家族で出かけるのを楽
しみにしていたそうです。�

百歳ばんざい�

▲ 素晴らしいハーモニーを生み出した生徒たち

１月５日、「市及び行政団体
新年祝賀式」が文化会館で
開催され、区長や環境指導員、
民生児童委員などが参加し
ました。アトラクションでは、
第二中学校吹奏楽部の見事
な演奏に、聴衆から大きな
拍手が送られていました。�

新年の幕開けを祝う�

▲ 服装などの点検を受ける交通指導員の皆さん

１月８日、「交通指導員初点検」
が文化会館で行われました。
交通指導員の皆さんは、矢
内市長らによる服装や所持
品の点検を受けた後、交通
整理の基本動作の訓練を行
い、地域の交通安全を担う
決意を新たにしていました。�

決意を新たに�

▲ ゴールを目指し市役所前を駆け抜けるランナーたち

消
防
出
初
め
式
が
開
催

１月８日、「消防出初め式」が
文化会館で開催され、本市の
消防団や女性防火クラブの
皆さんが隊列を組んで行進を
行い、地域防災を担う決意を
新たにしました。また伊勢崎
鳶職組合の皆さんよるはし
ご乗りが披露されました。�

とび�

蜷
次
々
に
披
露
さ
れ
た
は
し
ご
乗
り
の
妙
技

１月１日、新春の上州路を舞台
に「ニューイヤー駅伝」が開催され、
37チームの代表ランナーが力
走をみせました。第２中継所と
なった市役所前には大勢の観客
が集まり、駆け抜けるランナー
に大きな声援を送っていました。�

日本一をかけた熱い戦い�
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健
康
体
操
で
内
臓
脂
肪
を
減
ら

し
、
便
秘
を
予
防
し
ま
し
ょ
う
。

期
日

２
月
16
日
か
ら
３
月
23
日

ま
で
の
金
曜
日
（
全
６
回
）

時
間

午
前
９
時
30
分
〜
11
時
30
分

会
場

ふ
く
し
プ
ラ
ザ

対
象

市
内
に
在
住
の
60
歳
以
上

の
人

定
員

30
人
（
先
着
順
）

参
加
料

無
料

用
意
す
る
も
の

タ
オ
ル
・
運
動
靴

※
運
動
の
で
き
る
服
装
で
参
加
し

て
く
だ
さ
い

申
し
込
み

２
月
９
日
（
金
）
か

ら
直
接
ふ
く
し
プ
ラ
ザ
へ

問
い
合
わ
せ

ふ
く
し
プ
ラ
ザ（
蕁

（26）
７
７
３
３
）

期
日

３
月
９
日
（
金
）

時
間

午
後
１
時
30
分
〜
３
時

会
場

境
地
域
福
祉
セ
ン
タ
ー（
上

武
士
）

対
象

市
内
に
在
住
の
介
護
予
防

に
関
心
が
あ
る
人

定
員

60
人

内
容

講
義
「
介
護
予
防
は
か
ら

だ
づ
く
り
か
ら
」、
実
習
「
み
ん

な
で
簡
単
健
康
体
操
」

講
師

斉
藤
智
子
さ
ん
（
県
立
心

臓
血
管
セ
ン
タ
ー
健
康
運
動
指
導

士
）

参
加
料

無
料

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

直
接

ま
た
は
電
話
で
社
会
福
祉
協
議
会

境
支
所
（
蕁
（74）
５
２
９
４
）

期
日

２
月
28
日
（
水
）

時
間

午
後
１
時
30
分
〜
３
時

会
場

伊
勢
崎
保
健
福
祉
事
務
所

（
下
植
木
町
）

対
象

県
内
に
在
住
の
満
60
歳
以

上
の
人

定
員

40
人
（
先
着
順
）

講
師

羽
鳥
守
さ
ん
（
特
別
養
護

老
人
ホ
ー
ム
愛
老
園
園
長
）

参
加
料

無
料

申
し
込
み

２
月
５
日
（
月
）
か

ら
23
日
（
金
）
ま
で
に
電
話
ま
た

は
フ
ァ
ク
ス
で
伊
勢
崎
保
健
福
祉

事
務
所
へ

※
フ
ァ
ク
ス
の
場
合
は
、
講
座
名

住
所
・
氏
名
・
性
別
・
生
年
月
日

電
話
番
号
を
ご
記
入
く
だ
さ
い

問
い
合
わ
せ

伊
勢
崎
保
健
福
祉

事
務
所
（
蕁
（25）
５
５
７
０
、

（24）

８
８
４
２
）

期
日

３
月
４
日
（
日
）

時
間

午
前
10
時
〜
午
後
３
時

会
場

ｉ
タ
ワ
ー
花
の
森
（
駅
前

市
営
住
宅
）
南
側
駐
車
場

※
食
料
品
・
生
き
物
の
販
売
、
業

者
の
出
店
は
で
き
ま
せ
ん

※
出
店
者
は
20
歳
以
上
の
人
に
限

り
ま
す

募
集
区
画
数

20
区
画

※
１
人
１
区
画
（
２
・
５
ｍ
×
２

５
ｍ
）
で
す

※
申
し
込
み
多
数
の
場
合
は
抽
選

で
す

出
店
料

１
、
０
０
０
円

申
込
方
法

は
が
き
に
住
所
・
氏

名
・
年
齢
・
電
話
番
号
・
出
店
内

容
を
記
入
し
郵
送
し
て
く
だ
さ
い

あ
て
先

〒
３
７
２
―
０
０
１
４

昭
和
町
３
９
１
９
　
伊
勢
崎
商
工

会
議
所
「
一
番
街
駅
前
楽
市
フ
リ

ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
」
係

申
込
締
切
日

２
月
16
日
（
金
）

※
当
日
消
印
有
効

問
い
合
わ
せ

伊
勢
崎
商
工
会
議

所
（
蕁
（24）
２
２
１
１
）

■伊勢崎市役所 　24－5111�
■赤堀支所 　62－1151�
�
■火災情報案内 　018－099－2999

■あずま支所 　62－1311�
■境支所 　74－1111�
�

講
座�

32

１月11日、いせさき初市に合わせて恒例の「上州焼
き饅

まん

祭
さい

」が開催されました。「伊勢崎の焼きまんじゅう
の味を、子どもたちに楽しみながら知ってもらいたい
んです」と語るのは、イベントを主催した、いせさき焼
きまんじゅう愛好会の理事を務める高沢克治さんです。
「誰が会員ということではなく、イベントを盛り上

げてみんなで楽しんじゃおうという人たちが集まって
いるんですよ」と語る高沢さん。「伊勢崎の焼きまんじ
ゅうの魅力をもっと広めたい。長串を55ｍぐらいまで
長くして、いつかギネスブックにも挑戦してみたいで
すね」と目を輝かせながら、抱負を語ってくれました。

（４～５ページを参照）

呼
吸
法
に
よ
る
健
康
体
操

募
集�

第
３
回

介

護

予

防

講

座

ぐ
ん
ま
新
世
紀
塾
自
主
企
画
講
座

高

齢

化

の

状

況

と

高

齢

者

福

祉

・・

い
せ
さ
き
一
番
街
「
駅
前
楽
市
」

フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト

出
店
者
募
集

市景観計画原案・市景観まちづくり条例要旨・
市屋外広告物条例要旨のパブリックコメント手続
の結果を市ホームページおよび市民情報コーナー
（本庁本館1階）で公表しています。
問い合わせ 都市計画課（内線2436）

パブリックコメント手続の結果を
公表しています

いせさき焼きまんじゅう愛好会理事
高沢克治さん（新栄町）

・



●
登
録
手
続
き

期
日

２
月
25
日
（
日
）

時
間

午
後
１
時
30
分
〜
５
時

会
場

市
民
体
育
館

※
旧
伊
勢
崎
・
旧
佐
波
支
部
の
平

成
18
年
度
登
録
チ
ー
ム
に
は
登
録

用
紙
を
郵
送
し
ま
す

※
新
規
に
チ
ー
ム
登
録
す
る
場
合

は
２
月
10
日
（
土
）
以
降
に
市
民

体
育
館
ま
で
登
録
用
紙
を
取
り
に

来
て
く
だ
さ
い

登
録
料

Ａ
・
Ｂ
・
Ｃ
＝
１
２
、
０
０
０
円

壮
年
・
熟
年
・
還
暦
＝
１
０
、
０

０
０
円

※
実
業
軟
式
野
球
大
会（
予
選
分
）

の
大
会
参
加
料
は
登
録
手
続
き
の

と
き
に
納
め
て
く
だ
さ
い
（
Ａ
＝

５
、
０
０
０
円
、
Ｂ
・
Ｃ
・
壮
年

＝
４
、
０
０
０
円
）

●
平
成
19
年
度
総
会
、
実
業
・
学
童

軟
式
野
球
大
会
組
み
合
わ
せ
会
議

期
日

３
月
11
日
（
日
）

時
間

午
後
６
時
開
始

会
場

あ
ず
ま
公
民
館

※
平
成
19
年
度
の
登
録
を
し
た
チ

ー
ム
は
出
席
し
て
く
だ
さ
い
（
終

了
後
に
組
み
合
わ
せ
抽
選
を
行
う

予
定
で
す
）

問
い
合
わ
せ

市
野
球
協
会
理
事

長
の
金
井
昇
さ
ん
（
蕁
（62）
０
１
６

５
）

対
象

市
内
に
在
住
・
在
勤
・
在

学
の
10
人
以
上
で
構
成
し
た
各
種

ス
ポ
ー
ツ
団
体

※
平
成
19
年
度
以
降
も
継
続
し
て

利
用
す
る
団
体
は
登
録
の
更
新
が

必
要
で
す

※
提
出
書
類
は
ス
ポ
ー
ツ
振
興
課

境
運
動
施
設
管
理
事
務
所
に
あ
り

ま
す

利
用
施
設
（
校
庭
夜
間
照
明
）

伊
勢
崎
地
区
＝
第
一
・
第
二
・
第

三
・
第
四
・
殖
蓮
・
宮
郷
中
学
校

境
地
区
＝
境
南
・
境
北
中
学
校

利
用
期
間

通
年

利
用
時
間

午
後
７
時
〜
９
時

使
用
料

１
回
２
、
１
０
０
円

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

３
月

16
日
（
金
）
ま
で
に
伊
勢
崎
地
区

の
６
校
は
ス
ポ
ー
ツ
振
興
課
（
市

民
体
育
館
内
、
蕁
（30）
１
３
０
２
）、

境
地
区
の
２
校
は
境
運
動
施
設
管

理
事
務
所
（
蕁
（74）
１
１
１
３
）

期
日

３
月
３
日
（
土
）

時
間

午
前
６
時
出
発
（
市
役
所

集
合
）

※
午
後
７
時
帰
着
予
定

会
場

万
座
温
泉
ス
キ
ー
場
（
吾

妻
郡
嬬
恋
村
）

対
象

市
内
に
在
住
・
在
勤
・
在

学
の
小
学
生
以
上

※
小
・
中
学
生
は
保
護
者
の
同
意

が
必
要
で
す

※
ス
ノ
ー
ボ
ー
ド
は
で
き
ま
せ
ん

定
員

40
人
（
先
着
順
）

※
高
原
ロ
ッ
ジ
の
温
泉
入
浴
（
露

天
風
呂
有
り
）
も
で
き
ま
す

参
加
料

３
、
５
０
０
円

※
リ
フ
ト
代
・
レ
ン
タ
ル
ス
キ
ー

代
・
昼
食
代
は
含
ま
れ
ま
せ
ん

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

２
月

15
日
（
木
）
か
ら
25
日
（
日
）
ま

で
に
直
接
ス
ポ
ー
ツ
振
興
課
（
市

民
体
育
館
内
、
蕁
（30）
１
３
０
２
）

15

ス
ポ
ー
ツ�

社

会

人

軟

式

野

球

チ

ー

ム

登

録

市
立
学
校
施
設

校

庭

夜

間

照

明

利

用

団

体

の

登

録
・

▲ 「美し いせさき」を体験してみませんか

期日 2月14日（水）
時間 午後1時30分～4時
会場 文化会館
内容 基調講演「風景浴のすすめ」、景観映像鑑賞
会「みんなでつくろう美

うま

し いせさき」、パネル
ディスカッション、「伊勢崎市の景観について」

講師 小林享さん（前橋工科大学教授）
入場料 無料
問い合わせ 都市計画課（内線2436）

景観まちづくりシンポジウム

児童センターと境児童センターでは、平成19年度
の親子クラブ会員を募集します。親子でいっしょに遊
んだり、制作などを行ったりして交流しませんか。ま
た、母親クラブの会員になって、それぞれの児童セン
ターの行事やボランティア活動にも参加します。
※児童センター・境児童センターに同時に申し込む
ことはできません。どち
らか一方に申し込んでく
ださい

●児童センター
活動日 木曜日
定員 35組
※定員を超えた場合は抽選です

説明会 3月1日（木）午後2時開始
※本人または家族の人が必ず出席してください

●境児童センター
活動日 水曜日
定員 20組
※定員を超えた場合は抽選です

説明会 2月28日（水）午後2時開始
※本人または家族の人が必ず出席してください

＊　　　　　＊
いずれも
活動期間 4月1日から平成20年3月31日まで
時間 午前10時～11時30分
対象 市内に在住の2歳以上（4月1日現在）の幼児
とその母親
※同じ幼児・母親での継続は2年までとします

申し込み 2月10日（土）から25日（日）までに直
接希望する児童センターへ
問い合わせ 児童センター（蕁23－6463）

境児童センター（蕁70－6100）

ス
キ
ー
ツ
ア
ー

ス

キ

ー

教

室



期
間

２
月
17
日
（
土
）
か
ら
３

月
４
日
（
日
）
ま
で

※
月
曜
日
は
休
館
で
す

時
間

午
前
９
時
〜
午
後
５
時

※
入
館
は
午
後
４
時
30
分
ま
で

会
場

赤
堀
歴
史
民
俗
資
料
館

内
容

寄
贈
さ
れ
た
ひ
な
人
形
を

展
示
し
ま
す

入
館
料

無
料

問
い
合
わ
せ

赤
堀
歴
史
民
俗
資

料
館
（
蕁
（63）
０
０
３
０
）

期
間

２
月
22
日
（
木
）
か
ら
26

日
（
月
）
ま
で

時
間

午
前
10
時
〜
午
後
６
時

会
場

ベ
イ
シ
ア
IS
伊
勢
崎
店（
中

央
町
）

内
容

市
文
化
協
会
美
術
工
芸
部

門
会
員
の
作
品
（
日
本
画
・
洋
画

写
真
・
書
道
・
華
道
・
茶
道
・
工

芸
）
を
展
示
し
ま
す

入
場
料

無
料

問
い
合
わ
せ

文
化
観
光
課
（
内

線
３
３
５
４
）

オ
ー
プ
ニ
ン
グ
で
「
伊
勢
崎
ば

や
し
」
を
踊
り
、
フ
ィ
ナ
ー
レ
で

「
か
ら
り
こ
節
」
を
う
た
い
ま
す
。

期
日

２
月
25
日
（
日
）

時
間

午
前
10
時
〜
午
後
４
時

会
場

文
化
会
館

内
容

市
文
化
協
会
芸
能
部
門
民

謡
民
舞
部
会
所
属
団
体
に
よ
る
発
表

入
場
料

無
料

問
い
合
わ
せ

文
化
観
光
課
（
内

線
３
３
５
４
）

期
日

２
月
18
日
（
日
）

時
間

午
前
10
時
開
演

会
場

文
化
会
館

内
容

ダ
ン
ス
・
コ
ー
ラ
ス
・
楽

器
演
奏
・
太
極
拳
・
舞
踊
な
ど

入
場
料

無
料

問
い
合
わ
せ

北
公
民
館
（
蕁
（25）

４
５
４
７
）

「
も
っ
と
知
り
合
お
う
　
あ
な

た
と
わ
た
し
」
を
テ
ー
マ
に
、
作

品
展
や
地
域
の
皆
さ
ん
と
の
交
流

事
業
を
行
い
ま
す
。

期
日

２
月
16
日（
金
）・
17
日（
土
）

時
間

午
前
10
時
〜
午
後
４
時

※
17
日
は
午
後
３
時
ま
で

会
場

伊
勢
崎
養
護
学
校

問
い
合
わ
せ

伊
勢
崎
養
護
学
校

（
蕁
（25）
４
４
６
１
）

期
日

２
月
24
日
（
土
）

時
間

午
前
10
時
〜
正
午

会
場

赤
堀
あ
さ
ひ
児
童
館

内
容

お
話
の
会
「
も
こ
も
こ
」

の
皆
さ
ん
に
よ
る
人
形
劇
な
ど

入
場
料

無
料

問
い
合
わ
せ

フ
ァ
ミ
リ
ー
・
サ

ポ
ー
ト
・
セ
ン
タ
ー
（
蕁
（23）
６
４

７
１
）

※
フ
ァ
ミ
リ
ー
・
サ
ポ
ー
ト
・
セ

ン
タ
ー
で
は
、
子
育
て
の
手
助
け

を
し
て
ほ
し
い
人
と
し
た
い
人
の

相
互
援
助
を
行
な
っ
て
い
ま
す
。

随
時
、
会
員
を
募
集
し
て
い
ま
す

期
日

２
月
17
日
（
土
）

時
間

午
後
１
時
30
分
〜
３
時

会
場

い
せ
さ
き
明
治
館

演
題

伊
勢
崎
の
誇
り
　
名
医「
今

村
了
庵
」
と
そ
の
系
譜

講
師

高
野
守も

り

啓ひ
ろ

さ
ん

入
場
料

無
料

問
い
合
わ
せ

伊
勢
崎
ま
ち
ガ
イ

ド
の
伊
比
さ
ん（
蕁
（24）
９
３
１
５
）

期
日

２
月
25
日
（
日
）

※
小
雨
決
行

時
間

午
前
９
時
〜
正
午

会
場

広
瀬
川
周
辺

※
ラ
ブ
リ
バ
ー
親
水
公
園
う
ぬ
き

竜
宮
橋
口
駐
車
場
集
合

内
容

冬
の
野
鳥
を
観
察
し
ま
す

参
加
料

無
料

用
意
す
る
も
の

防
寒
具
・
双
眼

鏡
・
筆
記
用
具

問
い
合
わ
せ

野
鳥
の
会
の
田
沢

一
郎
さ
ん
（
蕁
（23）
５
２
２
９
）

期
日
・
会
場

①
２
月
15
日
（
木
）

＝
前
橋
テ
ル
サ
、②
２
月
19
日（
月
）

＝
太
田
ナ
ウ
リ
ゾ
ー
ト
ホ
テ
ル

時
間

午
後
１
時
30
分
〜
３
時
40
分

対
象

企
業
の
人
事
労
務
担
当
者
、

労
働
者
な
ど

内
容

講
演
会
「
成
長
す
る
企
業

の
条
件
・
ポ
ジ
テ
ィ
ブ
ア
ク
シ
ョ

ン
が
決
め
手
」
・
事
例
発
表
・
改

正
男
女
雇
用
機
会
均
等
法
の
説
明

参
加
料

無
料

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

21
世

紀
職
業
財
団
群
馬
事
務
所
（
蕁
０

２
７
―
２
２
３
―
２
０
２
３
）

16

催
し�

第
10
回

市
文
化
協
会

民
謡
民
舞
発
表
大
会

ポ
ジ
テ
ィ
ブ
ア
ク
シ
ョ
ン

普
及
促
進
セ
ミ
ナ
ー

伊
勢
崎
市
民
探
鳥
会

第
19
回

市
文
化
協
会
総
合
作
品
展

・

第
18
回

北
公
民
館
サ
ー
ク
ル
発
表
会

第
48
回
　
伊
勢
崎
養
護
学
校
・
伊

勢
崎
佐
波
特
殊
学
級

合

同

作

品

展

フ
ァ
ミ
リ
ー
・
サ
ポ
ー
ト
・

セ
ン
タ
ー
交
流
会

第
２
回

い
せ
さ
き
明
治
館
語
部
の
集
い

休日の漏水修繕については、竜宮浄水場（蕁
24－1760）または下記の水道指定工事店へ

2月17日（土）

2月18日（日）

2月24日（土）

2月25日（日）

中央水道（株）

関口農機水道

（有）丸新設備工業

三和設備工業（株）

蕁25ー1592

蕁62ー0718

蕁25ー0554

蕁62ー0102

人権擁護委員に狩野都さん（市
場町二丁目）、井田明さん（香林
町二丁目）が平成19年1月1日付
で法務大臣から委嘱され再任、就
任されました。
市役所で人権に関する相談に応

じます。
問い合わせ 人権課（内線2123）

人権擁護委員に狩野都さんが再任、井田明さんが就任

▲ 狩野都さん ▲ 井田明さん

お

ひ

な

さ

ま

展



期
日

３
月
19
日（
月
）・
20
日（
火
）

時
間

午
前
９
時
30
分
〜
午
後
４

時
40
分

会
場

県
総
合
教
育
セ
ン
タ
ー（
今

泉
町
一
丁
目
）

対
象

伊
勢
崎
佐
波
地
区
内
の
中

小
企
業
な
ど
が
４
月
か
ら
新
規
に

採
用
す
る
人
（
予
定
者
を
含
み
ま

す
）

定
員

１
５
０
人
（
先
着
順
）

内
容

職
場
の
マ
ナ
ー
・
接
遇
・

心
構
え
な
ど
を
学
び
ま
す

参
加
料

１
人
２
、
０
０
０
円
（
昼

食
代
）

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

電
話

連
絡
の
上
、
２
月
28
日
（
水
）
ま

で
に
所
定
の
申
込
用
紙
に
記
入
し

伊
勢
崎
行
政
事
務
所
（
蕁
（25）
０
７

８
２
）

期
日

２
月
21
日
（
水
）

時
間

午
後
１
時
〜
４
時

会
場

グ
リ
ー
ン
ド
ー
ム
前
橋

対
象

本
年
３
月
に
高
校
・
大
学

短
大
・
高
専
・
専
修
学
校
を
卒
業

見
込
み
の
学
生
、
35
歳
未
満
の
若

年
就
職
希
望
者

※
約
80
社
の
県
内
事
業
所
が
参
加

し
ま
す

参
加
料

無
料

問
い
合
わ
せ

県
労
働
政
策
課（
蕁

０
２
７
―
２
２
６
―
３
４
０
７
）

期
日

３
月
18
日
（
日
）

時
間

午
前
10
時
〜
午
後
４
時

会
場

県
庁
周
辺

内
容

チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
バ
ザ
ー
・

模
擬
店
・
バ
ン
ド
演
奏
会
な
ど

●
バ
ザ
ー
提
供
品
を
募
集

期
日

２
月
17
日
・
18
日
・
24
日

25
日
の
土
・
日
曜
日

時
間

午
後
１
時
〜
４
時

会
場

絣
の
郷
（
駐
車
場
）

※
破
損
し
て
い
る
も
の
・
生
き
物

生
も
の
・
食
べ
物
・
学
校
指
定
の

制
服
や
ジ
ャ
ー
ジ
ー
・
携
帯
電
話

危
険
物
な
ど
は
除
き
ま
す

問
い
合
わ
せ

県
Ｎ
Ｐ
Ｏ
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
推
進
課
（
蕁
０
２
７
―
２

２
６
―
２
２
９
３
）

17

伊
勢
崎
佐
波
地
区

新
入
社
員
教
養
研
修
会

ヤ
ン
グ
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク

就

職

面

接

会

第
６
回

ぐ
ん
ま
ぽ
か
ぽ
か
マ
ー
ケ
ッ
ト

・・・

25－4478
http://www8.wind.ne.jp/kezouji/

バレンタインときめかナイト2007
期日 2月14日（水）
内容 観覧車・メリーゴーランド・スーパーシューティングライド・マ
ジカルグライダー・スカイファイターを午後9時まで営業し、ライト
アップで園内を演出します
※午後4時30分からは観覧車をご利用の先着100人とスーパーシュ
ーティングライドで30,000点以上得点した人にプレゼントを差し上
げます

（1）市健康増進計画案
本市では、市民や地域が主体的に健康づくりに取り組める施策を検

討しています。皆さんの意見を聞かせてください。
※本計画案の詳細は、市ホームページ・市民情報コーナー（本庁本
館１階）・健康管理センター・各保健センター・各支所庶務課で閲
覧できます

（2）市交通安全計画案
本市では、交通安全対策基本法に基づき、「市交通安全計画」を策

定します。皆さんの意見を聞かせてください。
※本計画案の詳細は、市ホームページ・市民情報コーナー（本庁本
館１階）・交通政策課・各支所庶務課で閲覧できます

（3）市ＩＴ推進基本計画案
本市では、行政および地域における情報通信技術の活用推進のため

の基本的な施策を検討しています。皆さんの意見を聞かせてください。
※本計画案の詳細は、市ホームページ・市民情報コーナー（本庁本
館１階）・情報政策課・各支所庶務課で閲覧できます

＊　　　　　　　　　　＊
募集期間 （1）（2）2月28日（水）まで

（3）3月2日（金）まで
意見を提出できる人
①市内に在住・在勤・在学の人
②市内に事務所・事業所を有する個人または法人、そのほかの団体
③本市に納税義務がある人

意見の提出方法 所定の様式に、必要事項と各案に対する意見・理由
を記入し、直接または郵送、ファクス、メールで提出してください
※所定の様式は各閲覧場所に用意してあります。市ホームページか
らもダウンロードできます
※（1）の直接での提出は、国民健康保険課でも受け付けます

あて先
（1）〒372－0812 連取町1155 健康管理センター
（2）（3）〒372－8501 今泉町二丁目410 市役所各担当課

（交通政策課または情報政策課）
ファクス番号 （1）21－8995

（2）（3）23－9800
メールアドレス （1）kenko-c@city.isesaki.lg.jp

（2）koutuu@city.isesaki.lg.jp
（3）jouhou@city.isesaki.lg.jp

問い合わせ （1）健康管理センター（蕁23－6675）
（2）交通政策課（内線3454）
（3）情報政策課（内線2448）

パブリックコメント手続を行います�
�
パブリックコメント手続を行います�
�

市健康増進計画案・市交通安全計画案�
市ＩＴ推進基本計画案に対する�
市健康増進計画案・市交通安全計画案�
市ＩＴ推進基本計画案に対する�
�

市健康増進計画案・市交通安全計画案�
市ＩＴ推進基本計画案に対する�

パブリックコメント手続を行います�
�提出された意見は政策の賛否を求めるものではありません�

・



聴
覚
障
害
者
の
た
め
の
手
話
通

訳
者
・
要
約
筆
記
者
の
派
遣
申
請

の
受
付
窓
口
が
変
わ
り
ま
し
た
。

今
後
は
、
障
害
福
祉
課
に
申
請
を

お
願
い
し
ま
す
。

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

障
害

福
祉
課
（
内
線
２
１
６
３
、

（26）

１
８
０
８
、

f-sh
o
gai@

city.
isesaki.lg.jp

）

赤
堀
都
市
計
画
道
路
３
・
３
・

１
号
前
橋
笠
懸
道
路
が
、
１
月
30

日
に
都
市
計
画
決
定
さ
れ
、
併
せ

て
環
境
影
響
評
価
法
等
に
基
づ
く

環
境
影
響
評
価
書
の
縦
覧
が
で
き

ま
す
。

事
業
の
概
要

●
名
称
＝
一
般
国
道
50
号
前
橋
笠

懸
道
路

●
種
類
＝
一
般
国
道
の
改
築

●
規
模
＝
延
長
約
12
・
５
km
、
４

車
線

事
業
実
施
区
域

前
橋
市
・
伊
勢

崎
市
・
み
ど
り
市

縦
覧
期
間

２
月
28
日
（
水
）
ま
で

※
土
・
日
・
祝
日
は
除
き
ま
す

時
間

午
前
８
時
30
分
〜
午
後
５

時
15
分

会
場

県
都
市
計
画
課
・
伊
勢
崎

土
木
事
務
所
・
市
都
市
計
画
課
・

各
支
所
建
設
水
道
課

問
い
合
わ
せ

県
都
市
計
画
課（
蕁

０
２
７
―
２
２
６
―
３
６
５
４
）

ま
た
は
市
都
市
計
画
課
（
内
線
２

４
３
７
）

仕
事
な
ど
で
平
日
に
相
談
が
で

き
な
い
人
の
た
め
に
、
精
神
科
の

医
師
や
専
門
の
相
談
員
が
電
話
で

相
談
に
応
じ
ま
す
。

※
秘
密
は
厳
守
し
ま
す
。
気
軽
に

ご
相
談
く
だ
さ
い

期
日

２
月
18
日
（
日
）

時
間

午
前
10
時
〜
午
後
３
時

相
談
料

無
料

相
談
専
用
電
話

０
２
７
―
２
９

０
―
２
９
２
０

問
い
合
わ
せ

県
精
神
保
健
福
祉

協
会
事
務
局
（
県
こ
こ
ろ
の
健
康

セ
ン
タ
ー
内
、
蕁
０
２
７
―
２
６

３
―
１
１
６
６
）

次
の
皆
さ
ん
か
ら
寄
付
・
寄
贈

が
あ
り
ま
し
た
。

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

蟋
松
の
つ
ど
い
（
代
表
吉
三
会
）

か
ら
福
祉
事
業
基
金
へ
１
０
０
、

０
０
０
円

蟋
石
原
越
夫
さ
ん
（
若
葉
町
）
か

ら
伊
勢
崎
市
図
書
館
へ
図
書
購
入

費
と
し
て
１
０
０
、
０
０
０
円

蟋
絣
の
会
か
ら
福
祉
事
業
基
金
へ

３
９
、
６
５
５
円

蟋
(故)
岡
崎
弥
太
郎
さ
ん
（
百
々
）

か
ら
福
祉
事
業
基
金
へ
３
０
、
０

０
０
円

蟋
三
国
コ
カ
・
コ
ー
ラ
ボ
ト
リ
ン

グ
（株）
群
馬
支
社
か
ら
伊
勢
崎
ハ
イ

ツ
へ
ジ
ュ
ー
ス
１
ケ
ー
ス

蟋
稲
荷
町
ゴ
ル
フ
友
の
会
か
ら
福

祉
事
業
基
金
へ
１
０
０
、０
０
０
円

蟋
絣
の
郷
チ
ャ
リ
テ
ィ
ダ
ン
ス
ク

ラ
ブ
か
ら
福
祉
事
業
基
金
へ
１
５

０
、
０
０
０
円

蟋
伊
勢
崎
友
の
会
か
ら
福
祉
事
業

基
金
へ
５
０
、
０
０
０
円

蟋
多
賀
谷
雪
子
さ
ん
（
下
道
寺
町
）

か
ら
福
祉
事
業
基
金
へ
１
０
０
、

０
０
０
円

蟋
赤
堀
町
農
業
協
同
組
合
か
ら
赤

堀
地
区
の
小
・
中
学
校
へ
図
書
１

１
４
冊

18

清
掃
リ
サ
イ
ク
ル
セ
ン
タ
ー
21

で
は
、
ご
み
の
搬
入
の
ほ
か
に
資

源
の
分
別
も
行
っ
て
い
ま
す
。

家
庭
か
ら
ご
み
を
直
接
持
ち
込

む
場
合
も
、
資
源
の
分
別
に
ご
協

力
を
お
願
い
し
ま
す
。
ダ
ン
ボ
ー

ル
・
新
聞
紙
・
雑
誌
・
紙
パ
ッ
ク

ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
に
つ
い
て
は
、
そ

れ
ぞ
れ
備
え
付
け
の
か
ご
に
入
れ

て
く
だ
さ
い
。

ま
た
、
市
役
所
本
庁
・
各
支
所

各
地
区
公
民
館
（
東
・
境
地
区
は

除
き
ま
す
）
や
資
源
の
日
に
は
各

町
内
の
資
源
回
収
場
所
で
雑
が
み

（
紙
袋
・
カ
レ
ン
ダ
ー
・
コ
ピ
ー

用
紙
・
封
筒
・
は
が
き
な
ど
）
の

回
収
を
行
っ
て
い
ま
す
。
雑
が
み

は
備
え
付
け
の
ネ
ッ
ト
袋
に
入
れ

て
く
だ
さ
い
。

な
お
、
雑
が
み
は
古
紙
の
う
ち

ダ
ン
ボ
ー
ル
・
新
聞
紙
・
雑
誌
・

紙
パ
ッ
ク
以
外
の
紙
で
す
が
、
ビ

ニ
ー
ル
が
張
っ
て
あ
る
紙
・
複
写

紙
・
感
熱
紙
・
汚
れ
た
紙
な
ど
は

出
せ
ま
せ
ん
。
き
ち
ん
と
分
別
し

て
、
ご
み
を
出
し
て
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ

清
掃
リ
サ
イ
ク
ル

セ
ン
タ
ー
21
（
蕁
（32）
３
１
６
６
）

ご
み
を
資
源
に

お
知
ら
せ�

相
談�

市
民
の
善
意�

一
般
国
道
50
号
前
橋
笠
懸
道
路

環
境
影
響
評
価
書
の
縦
覧

手
話
通
訳
者
・
要
約
筆
記
者

の
派
遣
申
請
の
受
付
窓
口
が

変
わ
り
ま
し
た

こ

こ

ろ

の

相

談

・

献 血 に ご 協 力 く だ さ い
～全血献血（200ml・400ml）～

期日 2月14日（水）

時間 午前9時30分～午後4時

※正午～午後1時は除きます

会場 市役所本庁

問い合わせ 社会福祉課（内線2189）

期日 2月27日（火）

時間 午前9時30分～正午

会場 赤堀支所

問い合わせ 赤堀支所福祉課

（蕁62－9792）

◆【場外発売】千葉県営第4回2節（船橋）�

◆【場外発売】SG第20回全日本選抜オートレース（川口）�

◆第28回サンケイスポーツ杯争奪戦�

◆【場外発売】山陽小野田市営第7回1節（山陽）�

・
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冬野菜の白菜やキノコ
類を入れて、みそ味にし
ても体が温まりますよ。�

　ダイコン・ニンジンは、いちょう切り、ゴボウは
輪切り、サトイモは半月切り、油揚げは短冊切り、
ネギは小口切りにする。小松菜は3ｃｍくらいに
切る。干しシイタケは戻して千切りにする。�

　鍋に湯を沸かし、削り節を入れ、だしをとる。
鶏もも肉と酒を入れ煮る（アクをとる）。�

　油揚げ、ニンジン、ダイコン、ゴボウ、サトイモ、
干しシイタケ、しょうゆを入れ野菜が柔らかくな
るまで煮る。�

　冷凍きしめんを入れて煮込む。�

　小松菜、ネギを入れひと煮立ちしたら、でき
あがり。�

愛知県の郷土料理き
しめんに地場産の野
菜を入れ、しょうゆ
仕立てにアレンジし
ました。�

冷凍きしめん�
油揚げ�
鶏もも肉（小間切り）�
サトイモ�
ダイコン�
小松菜�
ネギ�

ニンジン�
干しシイタケ�
洗いゴボウ�
しょうゆ�
削り節�
酒�

４玉�
１枚�
１２０ｇ�
２個�

1／６本�
２株�

１／２本�

１／３本�
２枚�

１／３本�
大さじ３杯�

４０ｇ�
大さじ１杯�

たん　ざく�

男
女
共
同
参
画
推
進
の
中
で
、

女
性
自
身
が
行
政
や
社
会
活
動

に
主
体
的
に
参
画
す
る
意
識
と

力
を
持
つ
こ
と
が
求
め
ら
れ
て

い
ま
す
。

昨
年
３
月
に
行
っ
た
本
市
の

市
民
意
識
調
査
の
中
で
、「
参

画
を
図
る
上
で
大
切
な
こ
と
は
」

と
い
う
問
い
に
対
し
、「
女
性

が
活
躍
し
実
績
を
上
げ
る
こ
と
」

を
女
性
自
身
が
最
も
多
く
挙
げ

て
い
ま
し
た
。

女
性
の
社
会
参
画
の
ほ
か
の

条
件
に
は
、「
男
女
平
等
の
取

り
組
み
」「
制
度
（
登
用
）
の

充
実
」「
女
性
の
役
員
を
増
や

す
」
な
ど
が
あ
り
ま
し
た
が
、

女
性
自
ら
が
「
活
躍
と
実
績
」

を
ト
ッ
プ
に
挙
げ
た
こ
と
は
、

女
性
の
社
会
参
画
の
推
進
に
極

め
て
意
義
あ
る
こ
と
で
す
。

実
力
が
重
視
さ
れ
る
今
、
女

性
だ
か
ら
、
男
性
だ
か
ら
と
い

う
こ
と
で
は
な
く
、
そ
の
人
が

そ
の
人
な
り
に
実
力
を
発
揮
で

き
る
か
否
か
が
問
わ
れ
ま
す
。

参
画
に
意
欲
や
資
質
が
あ
り

な
が
ら
、
女
性
で
あ
る
が
故
に

参
画
で
き
な
い
こ
と
が
あ
っ
た

と
し
た
ら
、
そ
れ
は
大
き
な
問

題
で
す
。
逆
に
、
女
性
自
身
の

意
識
改
革
が
十
分
で
な
い
に
も

か
か
わ
ら
ず
、
周
囲
に
流
さ
れ

参
画
を
強
い
ら
れ
る
と
し
た
ら
、

そ
れ
も
ま
た
問
題
と
な
る
で
し

ょ
う
。

そ
の
中
で
、
実
力
重
視
の
社

会
で
あ
る
と
い
う
事
実
を
と
ら

え
、
ア
ン
ケ
ー
ト
で
「
活
躍
と

実
績
」
を
挙
げ
て
い
る
こ
と
は
、

女
性
自
身
が
現
状
に
対
し
て
鋭

い
も
の
の
見
方
を
示
し
た
も
の

で
あ
る
と
い
え
ま
す
。
こ
の
こ

と
は
、
社
会
参
画
に
対
す
る
女

性
の
意
識
改
革
が
進
ん
で
い
る

こ
と
の
表
れ
な
の
で
は
な
い
で

し
ょ
う
か
。

こ
れ
と
は
別
に
、
社
会
の
側

が
行
う
べ
き
意
識
改
革
と
し
て
、

性
差
別
や
古
い
慣
習
の
解
消
な

ど
が
あ
り
ま
す
。

こ
れ
ら
の
推
進
に
当
た
っ
て

も
、
性
別
に
と
ら
わ
れ
る
こ
と

な
く
、
一
人
の
人
間
と
し
て
、

積
極
的
な
意
識
改
革
に
努
め
た

い
も
の
で
す
。

（
人
権
課
）

作っていこう　個性が光る　明るい社会（境北中　稲村麻以子さん）

１月中旬にアメリカ合衆国で大寒波が発生
しました。姉妹都市スプリングフィールド市
では、樹木の倒壊や家屋の損壊、停電などの
被害を受けています。現在、本市では情報収
集に努めています。詳しい情報が分かり次第、
市民の皆さんにお知らせします。
問い合わせ 国際課（内線2115）

アメリカ合衆国で大寒波
姉妹都市スプリングフィールド市も被害

▲ 大寒波で被害を受けた
スプリングフィールド市



鈴木惣太郎記念球場�鈴木惣太郎記念球場�鈴木惣太郎記念球場�

市野球場の愛称である「鈴木惣太郎記念球場」の名

板を、正面入口に掲げました。また、球場内には故鈴

木惣太郎氏に関する資料を多数展示しています。球場

にお出かけの際には、ぜひご覧ください。

※故鈴木惣太郎氏は、「日本プロ野球、巨人軍生み

の親」とされており、日本プロ野球だけでなく、本

市の野球振興に多大な功績を残しました。本市では、

愛称を定着させ、多くの人に広めていきたいと考え

ています

問い合わせ 企画調整課（内線2404）
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竹内春香さん�
（東京福祉大学保育児童学科1年）�

Daigakusei blog

夢
は
子
ど
も
と
親
の
心
を
つ
か
む
先
生�

っ
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
ん

だ
と
、
強
く
感
じ
て
い
ま
す
。

私
は
小
・
中
学
生
の
と
き
に
、

地
域
の
子
ど
も
会
活
動
の
リ
ー
ダ

ー
と
し
て
、
キ
ャ
ン
プ
フ
ァ
イ
ヤ

ー
や
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
な
ど
を

企
画
し
て
い
ま
し
た
。
昨
年
の
６

月
、
大
学
で
の
行
事
の
一
環
と
し

て
、
赤
城
山
の
研
修
セ
ン
タ
ー
で

行
わ
れ
た
サ
マ
ー
キ
ャ
ン
プ
に
参

加
し
ま
し
た
。
そ
こ
で
は
、
バ
ー

ベ
キ
ュ
ー
や
キ
ャ
ン
プ
フ
ァ
イ
ヤ

ー
な
ど
久
々
に
充
実
し
た
楽
し
い

野
外
活
動
が
で
き
ま
し
た
。
２
年

生
に
な
る
と
、
今
度
は
ス
タ
ッ
フ

と
し
て
１
年
生
の
キ
ャ
ン
プ
運
営

に
携
わ
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
、

と
て
も
楽
し
み
に
し
て
い
ま
す
。

大
学
の
授
業
の
中
で
、
子
ど
も

は
周
り
か
ら
良
い
こ
と
も
悪
い
こ

と
も
吸
収
す
る
こ
と
、
ま
た
、
子

ど
も
の
成
長
に
は
大
人
の
言
葉
も

大
き
く
影
響
す
る
こ
と
を
学
び
ま

し
た
。
そ
し
て
、
子
ど
も
の
発
達

の
た
め
に
は
、
周
り
の
環
境
が
大

切
で
あ
る
こ
と
も
学
び
ま
し
た
。

ま
た
、
児
童
虐
待
の
事
例
を
聞

き
、
虐
待
を
受
け
た
子
ど
も
た
ち

だ
け
で
な
く
、
親
も
子
育
て
な
ど

が
う
ま
く
い
か
ず
に
思
い
つ
め
て

い
る
こ
と
。
相
談
を
す
る
場
や
、

ス
ト
レ
ス
を
発
散
さ
せ
る
方
法
が

な
く
、
虐
待
を
し
て
し
ま
う
こ
と

も
あ
る
と
学
び
ま
し
た
。
そ
し
て
、

そ
う
い
っ
た
親
の
心
を
ケ
ア
す
る

た
め
に
は
、
家
族
全
体
を
思
い
や

「
子
ど
も
は
大
人
の
言
葉
に
ど

の
よ
う
な
反
応
を
す
る
の
か
」。

ま
た
、「
大
人
の
ど
の
よ
う
な

言
葉
に
傷
つ
く
の
か
。
ど
の
よ

う
な
言
葉
で
伸
び
る
の
か
」。

私
は
入
学
前
か
ら
、
子
ど
も

の
心
理
に
興
味
が
あ
り
、
大
学

で
「
児
童
心
理
学
」
の
授
業
を

受
け
る
の
が
楽
し
み
で
し
た
。

本
市
の
大
学
生
が
日
ご

ろ
学
ん
で
い
る
こ
と
や

考
え
て
い
る
こ
と
、
将

来
の
夢
な
ど
を
文
章
で

つ
づ
る
コ
ー
ナ
ー
で
す

青少年健全育成運動の
一環として行われたコン
クールにおいて、多数の
応募作品がありました。
その中から次の作品が入
賞しました。

【小学生の部】
◆かぞくでごはん、たのしいよ。（北小1年、上星南
さん）
◆先生、おはようございます！！（三郷小2年、緒方
結花さん）
◆ガンバレ！宮郷（宮郷小4年、横山晴香さん）
◆あいさつは　気持ちいい！（宮郷小6年、新井萌里
さん）
◆みんなで遊ぼう！（あずま南小5年、高橋萌美さん）
◆早ね、早おき、朝ごはん（境剛志小2年、高橋佳大
さん）

【中学生の部】
◆みんなで語って　心をつなごう（第三中1年、服部
奈々江さん）
◆薬物乱用絶対やめよう（第四中2年、野村実香さん）
◆大切なのは断る勇気（殖蓮中2年、長谷田優佳さん）

●絵画・ポスタ―の入賞作品の展示
期間 2月10日（土）から20日（火）まで
※13日（火）は休館です

時間 午前9時～午後5時
会場 文化会館
問い合わせ 青少年指導センタ―（蕁23－8089）

将
来
、
地
域
の
子
ど
も
会
活
動

な
ど
に
か
か
わ
る
と
き
、
こ
の
よ

う
な
経
験
を
生
か
し
て
い
き
た
い

と
考
え
て
い
ま
す
。
周
り
の
人
た

ち
が
助
け
合
っ
て
、
家
庭
の
子
育

て
支
援
を
し
て
い
け
る
よ
う
な
社

会
を
つ
く
っ
て
い
く
た
め
に
も
、

地
域
の
結
び
つ
き
を
大
切
に
し
て

い
き
た
い
と
思
う
の
で
す
。

私
は
小
学
校
の
先
生
に
な
っ
て
、

い
じ
め
や
虐
待
に
遭
っ
て
悩
ん
で

い
る
子
ど
も
た
ち
だ
け
で
な
く
、

親
の
心
の
ケ
ア
も
し
た
い
と
考
え

て
い
ま
す
。
将
来
の
夢
に
向
か
っ

て
、
こ
れ
か
ら
も
大
学
の
友
だ
ち

や
地
域
の
い
ろ
い
ろ
な
人
た
ち
と

の
交
流
を
大
切
に
し
て
い
き
た
い

と
思
い
ま
す
。

青少年健全育成および�
非行防止絵画・ポスター入賞作品�
平成18年度�青少年健全育成および�
非行防止絵画・ポスター入賞作品�

▲上星南さんの作品
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赤堀図書館 

あずま図書館 

今月の休館日�

境図書館 

伊勢崎市図書館 
■「子馬の会」の皆さんによる読み聞かせ

期日 ２月10日（土）
時間 午後２時開始
会場 赤堀芸術文化プラザロビー

■子ども放送局

期日 ２月10日・24日の土曜日
時間 午前11時～11時45分
（24日は正午まで）

会場 赤堀芸術文化プラザロビー

■「たんぽぽの会」の皆さんによる読み聞

かせ

期日 ２月17日・３月３日の土曜日
時間 午後２時30分開始
会場 絵本コーナー

■こども映画会

「ウォレスとグルミット～野菜畑で大ピ

ンチ！」

期日 ２月24日（土）
時間 午後２時開始
会場 講座室
内容 ウォレスたちは害虫駆除隊として、
畑を荒らすウサギから野菜を守ってい
たが…。

■としょかんこども会

期日 ２月24日（土）
時間 午後２時開始
会場 １階児童室
内容 「だるまちゃんがころんだ」の皆
さんによる読み聞かせ

■おはなし会

期日 土・日曜日
時間 午前11時・午後２時の２回
会場 １階児童室
内容 子どもボランティアと職員による
絵本や紙芝居の読み聞かせ

■おはなしタイム

期日 ２月10日（土）
時間 午後２時30分開始
会場 視聴覚室
内容 「しろつめ草の会」の皆さんによ
る絵本や紙芝居などの読み聞かせ

■こどもアニメシアター

「天空の城ラピュタ」

期日 ２月18日（日）
時間 午後１時30分開始
会場 視聴覚室

■名作シアター

「生きる」

期日 ２月25日（日）
時間 午後１時30分開始
会場 視聴覚室

h
ttp
://w

w
w
.lib
rary.ise

saki.g
u
n
m
a.jp

伊勢崎市図書館

7日・14日・21日・28日の水曜日と11日・12

日の祝日と22日（館内整理日）

赤堀図書館

5日・19日・26日の月曜日と13日（火）と23日

（館内整理日）

あずま・境図書館

5日・19日・26日の月曜日と11日・12日の祝日

と23日（館内整理日）

市民プラザ図書室

13日・27日の火曜日
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期日 2月17日（土）
時間 午後2時開始
内容 「茂呂太郎の会」の皆さんによる
読み聞かせ
申し込み 開始10分前から

期日 2月18日（日）
時間 午後2時開始
対象 小学生以上
定員 20人（先着順）
内容 的に当たった合計点を競います
講師 日本スポーツ吹矢協会伊勢崎支部
の皆さん
申し込み 開始10分前から

今月の投影番組
テーマ 冬の一等星を探そう！
内容 冬の星座や明るくて見つけやすい
星の紹介をします
投影時間 土・日曜日＝午前11時・午後
1時30分・4時の3回
※2月24日（土）・25日（日）は番組
入れ替えのため、お休みになります

期日 2月17日（土）・18日（日）
時間 午前10時～午後4時
内容 ちぎった色紙で動物や花のモザイ
ク絵を作ります
申し込み 各日とも午前10時から随時

期日 2月24日（土）・25日（日）
時間 午前10時～午後4時
内容 ペットボトルのフタに千代紙を張
って、おひなさまを作ります
申し込み 各日とも午前10時から随時

●赤堀南児童館
期日 2月20日（火）
●赤堀児童館
期日 2月21日（水）
●赤堀あさひ児童館
期日 2月22日（木）

＊　　　　　＊
いずれも
時間 午前10時30分～11時30分
対象 市内に在住の幼児とその保護者
内容 おひなさま作り
用意するもの のり・はさみ・クレヨン
（マーカー）など、工作に必要なもの
申し込み 当日午前10時から

期日 2月5日（月）から10日（土）まで
時間 午後3時30分～4時
※幼児は保護者同伴で参加してください

内容 なわとびなどの検定をします

期日 2月5日（月）から
18日（日）まで
※休館日は除きます

時間 午前9時30分～午後6時
内容 折り紙でチョウを作って窓に飾り
ます
申し込み 各日とも午前9時30分から随時

期日・時間
●2月13日（火）
＝午前11時開始

●2月24日（土）
＝午後2時30分開始

内容 「たんぽぽの会」の皆さんによる
絵本や紙芝居の読み聞かせ

期日 2月10日（土）
時間 午前10時開始
※幼児は保護者同伴
で参加してください

定員 15人（先着順）
内容 牛乳パックを使ってのリリアン編
みマフラーの作り方を教えます
用意するもの 極太の毛糸2玉
申し込み 2月5日（月）から直接または
電話で

期日 2月24日（土）
時間 午前10時開始
対象 小学生以上
定員 20人（先着順）
参加料 100円
申し込み 2月10日（土）から直接また
は電話で

読み聞かせの会

スポーツ吹き矢大会

プラネタリウム

色紙のモザイク作り

ミニひな飾り作り

あそびの教室

リリアン編みマフラー

春の窓飾り作り

読み聞かせの会

あそび検定

わいわいクラブ～木の実のブローチ作り～



近年、食べ過ぎや運動不足によって内臓に脂肪が蓄積し、生活習慣病

になる人が増えています。高血圧・高脂血症・高血糖など、それぞれは

たとえ軽症であっても、複数を併せ持つとさらに大きな病気（心筋梗
こう

塞
そく

・脳卒中など）を引き起こす可能性があります。

あなたは大丈夫？（チェック項目）

まず、おへその位置で腹囲を測ってみま

しょう。男性で85cm以上、女性で90cm

以上ある人は、以下の項目のうち2つ以上

該当すると、メタボリックシンドローム

（内臓脂肪症候群）と診断されます。

●血中脂肪

中性脂肪が150mg／dl以上、または

HDL（善玉コレステロール）が40mg

／dl未満

●血圧

最高血圧が130mmHg以上、または最

低血圧が85mmHg以上

●血糖値

空腹時血糖値が110mg／dl以上

予防・解消のポイント

内臓脂肪は皮下脂肪に比べて蓄積されやすく、エネルギーを消費する

ことで解消されやすいという特徴があります。生活習慣を見直し､内臓脂

肪を減らしましょう。

●食べ過ぎを防ぐ

①一口ごとに良くかんで（30回）、早食いをしない

②揚げ物より焼き物・煮物を、洋食より和食を選ぶ

③間食や夜食はなるべくがまんする

●積極的に体を動かす

①車より自転車で、自転車より徒歩で外

出する

②エレベーターやエスカレーターを使わ

ず、階段を利用する

③体を動かすようなレジャーを楽しむ

【健康川柳応募作品紹介】

健康は　今日もいつもの　笑顔から

両

親

学

級

内
容

が
ん
患
者
の
体
験
発
表

問
い
合
わ
せ

各
保
健
セ
ン
タ
ー

赤
ち
ゃ
ん
が
健
や
か
に
育
っ
て

い
け
る
よ
う
に
、
保
健
師
・
助
産

師
が
家
庭
を
訪
問
し
、
体
重
測
定

や
発
育
・
母
乳
な
ど
の
育
児
相
談

の
ほ
か
、
お
母
さ
ん
の
体
の
相
談

な
ど
を
行
い
ま
す
。

対
象

生
後
２
か
月
ご
ろ
ま
で
の

赤
ち
ゃ
ん
と
そ
の
母
親

問
い
合
わ
せ

各
保
健
セ
ン
タ
ー

と
の
交
流

用
意
す
る
も
の

母
子
健
康
手
帳

筆
記
用
具
は
毎
回
、
１
日
目
＝
バ

ス
タ
オ
ル
・
動
き
や
す
い
服
装

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

開
催

日
の
３
日
前
ま
で
に
、
境
保
健
セ

ン
タ
ー

期
日

２
月
28
日
（
水
）

受
付
時
間

午
前
９
時
〜
10
時

※
電
話
予
約
を
お
す
す
め
し
ま
す

会
場

健
康
管
理
セ
ン
タ
ー

用
意
す
る
も
の

母
子
健
康
手
帳

タ
オ
ル

問
い
合
わ
せ

健
康
管
理
セ
ン
タ
ー

伊
勢
崎
ひ
ま
わ
り
の
会
（
が
ん

患
者
と
そ
の
家
族
の
会
）
の
皆
さ

ん
に
よ
る
体
験
発
表
会
で
す
。
ぜ

ひ
お
越
し
く
だ
さ
い
。

期
日

２
月
23
日
（
金
）

時
間

午
後
２
時
〜
４
時

会
場

健
康
管
理
セ
ン
タ
ー

期
日

３
月
８
日
・
15
日
の
木
曜
日

受
付
時
間

午
前
９
時
〜
９
時
30
分

※
１
日
目
は
、
受
付
時
間
内
に
ビ

デ
オ
を
上
映
し
ま
す

会
場

境
保
健
セ
ン
タ
ー

対
象

も
う
す
ぐ
お
父
さ
ん
・
お

母
さ
ん
に
な
る
人

内
容

１
日
目
＝
お
産
の
経
過
や

補
助
動
作
・
沐も

く

浴よ
く

実
習
・
妊
婦
体

験
な
ど
、
２
日
目
＝
講
義
「
妊
娠

中
か
ら
の
食
生
活
」、
先
輩
マ
マ

新
生
児
の
訪
問
相
談

母

乳

相

談
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・

・

メタボリックシンドローム～内臓脂肪症候群～�

15

おへその高さで�
　　水平に測りましょう�

伊
勢
崎
ひ
ま
わ
り
の
会

体

験

発

表

会
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１月11日に行われた
「上州焼き饅

まん

祭
さい

」。取材後、
子どもたちに焼きまんじ
ゅうを食べさせてあげた
くなり、家族で食べに出
かけた。家に持ち帰って
こたつでゆっくり食べる
のもよいが、店内で焼け
たばかりのあつあつのま
んじゅうをほお張るのも
たまらない。みんなで口
の周りにみそだれをいっ
ぱい付けながら、まんじ
ゅうにかぶりついた。や
っぱり郷土の味はいいも
んだ。よし、今度はみん
なでもんじゃ焼きを食べ
に行ってみよう。 （こ）

26

働くことの厳しさを体験（宮郷中学校）

チチャレンジウイークは、社会で働く経験を通じ、
さまざまな問題に対し自ら考え解決する力を身につ

け、自立した人間を育成することを目標とした活動です。
今回、チャレンジウイーク先として広報課を選んだ2

人は、ほかの事業所でチャレンジウイークを行っている
同級生たちを取材しました。最初は緊張した様子の2人
でしたが、早々に要領をつかむと、インタビューをそつ
なくこなし、カメラを構える姿もなかなかのもの。
仕上げにパソコンを使って取材内容をまとめ上げた2

人は、満足そうな笑顔を浮かべていました。

応募方法�
�
�
�
あ て 先  �

住所・氏名・電話番号・撮影場所・写真の
タイトルを記入し、郵送してください。デ
ジタルカメラで撮影した画像（300万画
素以上）はメールでも受け付けています
〒372－8501 今泉町二丁目410�
市役所広報課「街かど写真工房」係�
　　kouhou@city.isesaki.lg.jp

26

「ど根性花」

撮影者
高橋信義さん（太田町）


